
May

令和元年

月号55

撮影：地域おこし協力隊
真 土 駅



2

４　子どもたちの夢が広がる “森の国”【教育・子育て】
　「人心緑化の町」宣言と「人権尊重の町」宣言の精神を教育の基本理念として、「森の国まつの」の豊かな自然や貴重で個性的

な歴史・文化資源、人材などを最大限活用し、「学び合い未来へ紡ぐ人づくり」に資する、地域の特性を生かした教育施策を展

開します。

　⑴　外国語や情報通信など特色と将来性のある教育のための環境整備

　⑵　子どもたちの地域に対する誇りや愛着を育むカリキュラムの実施

　⑶　情報の受発信と世代間交流の拠点となる図書館機能の整備検討

　⑷　人材育成基金の活用による保護者負担軽減など、きめ細やかな子育て支援

　⑸　保育園と小学校の連携強化による子育て環境の充実

　⑹　地産地消を基本とした食育の充実

　⑺　保育園の機能強化を含めた乳幼児の子育て支援の充実

５　揺るぎない行財政基盤の “森の国”【行革・協働】
　事業の効率化と重点化、財源確保に取り組み、危機感を持った財政運営に徹し、将来的に持続可能な行財政基盤の確立に努め

ます。喫緊の課題である新庁舎建設については、防災拠点の役割を果たすとともに、町民協働のまちづくりを実現するための住

民生活に密着した庁舎の早期完成を目指し、実施設計業務に取り組みます。

　さらに、町民の理解と信頼を高めるため、計画的な職員研修の実施により自己啓発を促し、役場職員の資質改善、問題解決能

力と危機管理能力の向上に努めます。

　⑴　新庁舎整備事業の推進

　⑵　住民座談会の開催と広報広聴機能の強化

　⑶　地域計画に掲げる事業の具現化に対する支援の強化

　⑷　各部落に対する一括交付金制度の創設検討

　⑸　職員研修の充実

　⑹　税・使用料等の滞納対策の強化

　⑺　新地方公会計制度への対応

　⑻　宇和島圏域、予土圏域市町との多面的な連携

　⑼　行財政改革の推進

　平成31年度町政の  基本方針と重点施策
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１　健やかで生きがいに満ちた “森の国”【健康・福祉】
　町民誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしと健康で自立した生活が送れるよう、保健・医療・福祉・介護の連携のもと切
れ目のない支援体制や、生涯にわたる健康づくり・予防活動、高齢者福祉、障害者福祉の充実により健康寿命の延伸を図るとと
もに、関係機関、住民との協働による防災、要配慮者対応の取組を推進します。

　⑴　高齢者や障がい者の生活や健康を見守る住民主体の組織の確立
　⑵　中央診療所と地域包括支援センターの機能強化と人材育成
　⑶　町民ひとりひとりの健康や生活に関するデータの蓄積と活用
　⑷　町内外の医療機関・福祉施設との連携強化
　⑸　自動運転等先端技術を活用した複合的な地域公共交通網構築の研究
　⑹　社会福祉協議会に対する指導・支援
　⑺　人権尊重を基調とした人権啓発活動の推進

２　賑わいと活気にあふれた “森の国”【産業・雇用】
　農業分野では低迷する基幹産業再生のため、担い手の確保、育成や地域おこし協力隊員への活動支援に努めるとともに、特産
作物の維持、拡充や、生産性、収益性の高い農業施策の展開により、中山間地域の持つ多面的な特性をより生かしながら、農家
所得の向上、農村社会の衰退に歯止めをかける取組を推進します。
　林業においては、新たな森林管理システムや、森林環境譲与税の活用を図りながら、森林経営管理法の施行に伴う森林整備事
業への的確な対応と、次期県林業躍進プロジェクトを見据えた林業施策を展開します。
　商工観光分野においては、中小企業の経営支援や創業支援による商工業の振興、立地企業との連携による地域経済の活性化を
図るとともに、地域資源を生かした特徴ある観光まちづくりを推進します。

　⑴　産業基盤を支える外国人を含めた多様な担い手の確保
　⑵　農地開発団地再生プロジェクトの推進
　⑶　農林産物の生産・加工・販売を一貫して行う６次産業化の推進
　⑷　地域通貨の導入など地域内循環型経済モデルの構築
　⑸　除間伐の推進と森林環境税を活用した豊かな森林づくりの推進
　⑹　企業誘致・留置対策と創業支援対策の充実による雇用の創出
　⑺　町内および関連企業と連携した企業版を含むふるさと納税の推進
　⑻　町内の人材・資源・ネットワークを活用した住民主導型の観光交流産業の育成・支援
　⑼　町出資法人等の経営健全化と観光施設・農林業施設の適正管理
　⑽　観光交流イベントの開催による地域経済の活性化

３　安全で快適な暮らしの “森の国”【環境・防災】
　地域防災計画及び業務継続計画（ＢＣＰ）に基づく防災体制の充実や自主防災会の活動強化を図るとともに、平成30年７月豪
雨災害での経験を教訓に、「命を守る」ことを基本として、被害の最小化を主眼とする「減災」の考え方に基づき、住民一人ひ
とりが迅速かつ主体的に避難行動がとれるよう、自助、共助の取組を強化、支援していくための防災・減災の諸施策を推進します。

　⑴　河川改修事業など治水対策の強化
　⑵　消防団員・防災士等の人材確保と総合防災訓練の実施など平時からの徹底した防災・減災対策
　⑶　生活道路や用排水路、街路灯などの維持管理のための仕組みづくり
　⑷　多様な住環境ニーズに対応する住宅・宅地の確保とリフォーム制度の充実
　⑸　自然環境に配慮した災害に強い社会資本の整備促進
　⑹　移住者の積極的な受入れと関係人口の増大による地域活力の創造
　⑺　景観を含めた歴史文化資源の保存活用
　⑻　松野南小学校校舎の有効活用の検討
　⑼　コミュニティ施設の計画的な改築・改修
　⑽　簡易水道設備の老朽化対策

　平成31年度町政の  基本方針と重点施策
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平成31年度予算編成方針

平成31年度町の予算編成
　平成31年度の一般会計当初予算は、平成30年度に引き続き、町民との協働のまちづくり、防災・交流拠点の
充実・強化を図るため、住民ニーズに幅広く応えることができる新庁舎整備事業の推進ほか、平成30年７月豪
雨災害の経験を活かし、さらなる防災・減災対策の強化に取り組むとともに、自治コミュニティ充実強化のた
めの支援や公共施設の長寿命化対策、健康福祉の充実と農林業や商工業、観光業に対する活性化振興施策、少
子・高齢化問題へ対応するための移住・定住施策の推進や子育て環境の充実、教育の充実と文化・スポーツの
振興など、「第５次総合計画」及び「森の国まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる事業を中心に、地方
創生と町が抱える懸案事項への対処を主眼として編成した結果、前年度比３億3,100万円・10.5％増の34億7,500
万円となったところである。
　歳入の自主財源では、町税は平成30年７月豪雨災害の被害による所得控除を主要因とする課税所得の減によ
る町民税の減と、家屋等の経年による評価額の減に伴う固定資産税の減等により前年度比2.9％減の２億6,495
万８千円、使用料及び手数料は、新ごみ袋の販売実績等に伴い15.8％減の4,548万３千円、財産収入は、滑床
養魚場に係る生産物売払収入の減等により23.3％減の387万２千円、寄附金は、平成30年７月豪雨災害に対す
るふるさと応援寄附金の増等により、24.8％増の1,005万１千円、繰入金は、観光施設整備事業費の財源の観
光産業振興基金繰入金が減となる一方、庁舎建設事業費に係る庁舎建設基金繰入金の増により0.8％増の１億
1,931万３千円、繰越金は、最終の財源調整により253.8％増の4,600万円の計上となり、これら自主財源の総額
は、前年度比1,745万円・3.3％増の５億4,956万９千円で、歳入構成比は15.7％となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金（２款～９款、11款）は、前年度の決算見込額
に地方財政計画の伸び率等を反映させ、合計では前年度比50万円、0.4％減の１億1,390万１千円としている。
　主要財源である地方交付税は、普通交付税では、国の推計乗率等による試算の結果、地方債元利償還金の増
額に伴う公債費算入額の増により、平成30年度決算見込額に比べ300万円・0.2％増の16億500万円程度と推計
しているが、このうち当初予算では、すべての財源調整後、15億7,500万円の計上とし、3,000万円程度を今後
の補正に係る財源として保留している状況である。また、特別交付税については、平成30年７月豪雨災害の影
響により、30年度は増額となっていることを鑑み、31年度は減額となることが想定されるため、前年度比2,425
万２千円・16.1％減の１億2,624万８千円と推計し、このうち当初予算では１億2,000万円を計上している。
　国庫支出金は、プレミアム付商品券事業や道路改良・橋梁修繕事業に係る補助金の増等により前年度比
24.6％増の２億2,739万２千円、県支出金は、がけ崩れ防災対策事業に係る補助金や新たな果樹産地づくりに
対する補助金の増等により8.5％増の２億6,592万３千円となっている。
　町債のうち、増減の主なものとしては、過疎対策事業債では、スポーツ交流センター改修事業費や獣肉処理
加工施設改修事業費が増加したこと等により前年度比１億8,700万円の増、公共施設等適正管理推進事業債は
庁舎建設事業費の増により2,970万円の増、防災対策事業債は、がけ崩れ防災対策事業費の増により870万円の
増となっている一方、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映して1,470万４千円の減とし、町債
全体では、55.8％増の６億2,321万５千円の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、退職者、新規採用者、昇級及び昇格等の調整により、前年度比0.5％
増の６億778万３千円、扶助費は、障害者自立支援給付費や保育所扶助費の増等により前年度比6.0％増の２億
8,043万８千円、公債費は、平成27年度に借入れた過疎対策事業債の元金償還開始による増などにより、前年
度比2.8％増の３億9,185万２千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、新庁舎整備事業をはじめ、保健センター改修事業、最終処分
場法面補強事業、獣肉処理加工施設改修事業、中山間地域総合整備事業、ため池等整備事業、広域基幹林道整
備事業、道路改良事業、道路舗装・橋梁修繕事業、がけ崩れ防災対策事業、小型動力ポンプ・積載車整備事業、
不器男記念館改修事業、スポーツ交流センター改修事業などで、前年度比75.1％増の７億3,344万５千円となっ
ている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、新規又は拡充した事業
の主なものは、各部落が自主的に地域づくりを推進していくための交付金制度の創設や、次世代につなぐ果
樹産地づくりとして施設を整備する農家に対する補助、高齢者の通院や買い物など、外出支援に係るタクシー
チケットの交付、インターネット等を活用したふるさと納税の更なる推進、コミュニティバスをより有効的に
活用し、持続可能な制度として確立するための貨客混載調査事業の実施、林道の橋梁点検及び延命化や補修・
架替え費用の縮減を図るための計画書の策定、東小学校をモデルとした児童用の机・椅子の木製化事業の実施、
森の国大運動会の開催によるスポーツ振興など、国県補助金や過疎対策事業債のソフト事業分を有効に活用し
ながら実施することとしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は18億950万円で、前年度比3,190万円・1.8％の増となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は52億8,450万円、前年度比３億6,290万円・7.4％増となっている。
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平成31年度当初予算の内訳

一般会計　34億7,500万円 特別会計　18億950万円

歳　出

歳　入

歳　入

3,475,000

単位：千円

地方交付税
1,695,000 
（48.8％）

町　債
623,215

（17.9％）

国庫支出金
227,392（6.6％）

県支出金
265,923

（7.7％）

町税
264,958（7.6％）

使用料及び手数料 
45,483（1.3％）

繰入金
119,313（3.4％）

諸収入　38,491（1.1％）

地方譲与税　37,400（1.1％）

地方消費税交付金
66,000（1.9％）

繰越金　46,000（1.3％）

寄附金 10,051（0.3％）

分担金及び負担金　21,401（0.6％）

自動車取得税交付金　4,001（0.1％）

財産収入　3,872（0.1％）

環境性能割交付金　2,000（0.1％）

その他 4,500（0.1％）

公債費
391,852

（11.3％）

総務費

755,181

（21.7％）

商工費 142,445（4.1％）

民生費

768,587

（22.1％）

教育費
342,733（9.9％）

農林水産業費
336,397（9.7％）

議会費 40,973（1.2％）

衛生費 252,334（7.3％）

消防費　42,686（1.2％）

歳　出

3,475,000

単位：千円

その他　7,005（0.2％）

土木費
394,807

（11.3％）

全体会計の一覧
単位：千円

会 計 名
平成31年度
予算額

一 般 会 計 3,475,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 570,000

中 央 診 療 所
特 別 会 計 319,000

簡 易 水 道
特 別 会 計 90,500

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 3,500

介護保険特別会計 761,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 65,500

特 別 会 計 小 計 1,809,500

一般会計・特別会計
合　　計 5,284,500

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務管理費 ◆道路橋梁費
庁 舎 建 設 事 業 費 50,693 道 路 新 設 改 良 事 業 費 192,034
移住者住宅改修支援事業費補助金 4,400 道 路 維 持 事 業 費 42,915
住 宅 リ フ ォ ー ム 補 助 金 3,000 県 土 木 建 設 事 業 費 負 担 金 3,290
定 住 住 宅 建 築 奨 励 金 3,000 ◆河川費
カ ー ブ ミ ラ ー 購 入 費 584 が け 崩 れ 防 災 対 策 事 業 費 109,606
街 路 灯 設 置 費 補 助 金 450 ◆住宅費
◆社会福祉費 町 営 住 宅 修 繕 事 業 費 7,000
カ ー ブ ミ ラ ー 購 入 費 146 町 営 住 宅 解 体 事 業 費 4,114
◆保健衛生費 小集落改良住宅豊岡団地地質調査事業費 4,015
保 健 セ ン タ ー 改 修 事 業 費 13,295 空家再生等推進事業費補助金（空家等除却補助） 4,000
小型合併処理浄化槽設置費補助金 3,409 民間木造住宅耐震改修事業費補助金 2,280
新エネルギー機器等設置費補助金 1,160 木 造 住 宅 耐 震 診 断 派 遣 事 業 費 1,530
◆清掃費 風 呂 釜 等 購 入 費 1,060
最 終 処 分 場 法 面 補 強 事 業 費 47,381 ◆消防費
パ ッ カ ー 車 購 入 費 9,844 積 載 車 購 入 費（ 豊 岡 後 ） 5,881
◆農業費 小型動力ポンプ購入費（奥野川） 2,102
獣 肉 加 工 処 理 施 設 改 修 事 業 費 28,863 消 防 施 設 修 繕 事 業 費 486
中山間地域総合整備事業費負担金 21,750 ◆学校教育費
た め 池 等 整 備 事 業 費 負 担 金 11,500 東 小 学 校 木 製 机・ 椅 子 購 入 費 1,440
キ ャ リ ア カ ー 購 入 費 7,483 中学校貯水槽薬注装置設置事業費 893
梅 選 果 機 購 入 費 3,009 中学校テニス練習場塀修繕事業費 397
自 動 車 購 入 費 1,285 ◆社会教育費
育苗ハウス温湯暖房ラインポンプ改修事業費 1,078 不器男記念館改修事業費（土地・家屋購入費） 24,632
◆林業費 教 育 集 会 所 ト イ レ 改 修 事 業 費 859
広 域 基 幹 林 道 整 備 事 業 費 14,767 不器男記念館トイレ等改修事業費 612
橋梁トンネル点検・橋梁修繕計画策定事業費 9,000 ◆保健体育費
自 動 薪 割 機 購 入 費 7,315 スポーツ交流センター改修事業費 58,644
南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000
◆商工費
ぽっぽ温泉循環ろ過装置温度制御機器更新事業費 1,558
虹の森公園施設用備品購入費（食器洗浄機） 1,026
虹の森公園自動ドア装置取替事業費 880
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平成31年第１回　松野町議会定例会
　平成31年第１回松野町議会定例会が、３月４日に招集され、正副議長選挙や、議席の指定、常任委員の選任
等が行われ、また、11日、12日及び26日に提出議案などが審議されました。主な内容は、次のとおりです。
選挙
 議長の選挙について
 ▼　赤松紀幸氏が就任されました。
 副議長の選挙について
 ▼　村尾重利氏が就任されました。
 宇和島地区広域事務組合議会議員の選挙について
 ▼　赤松紀幸氏が就任されました。
 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について
 ▼　赤松紀幸氏が就任されました。
選任
 常任委員の選任について
 議会運営委員の選任について
 消防委員の選任について
承認
 専決処分の承認について（松野町議会議員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例）
 専決処分の承認について（特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例）
 専決処分の承認について（松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）
 専決処分の承認について（平成30年度松野町一般会計補正予算（第６号））　
 専決処分の承認について（平成30年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号））
 専決処分の承認について（平成30年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第２号））
 ▼　原案どおり承認されました。
議案
 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町定住促進条例の一部を改正する条例について
 松野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
 松野町立保育所設置条例の一部を改正する条例について
 不器男記念館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
 目黒ふるさと館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
 滑床宿泊研修施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について
 林業研修施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について
 ふれあい交流館（交流部門）の指定管理者の指定について
 万年荘の指定管理者の指定について
 松野町獣肉処理加工施設の指定管理者の指定について
 工事請負契約の締結について
 町道の路線認定について
 平成30年度松野町一般会計補正予算（第７号）
 平成30年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
 平成30年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
 平成30年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第３号）
 平成30年度松野町介護保険特別会計補正予算（第３号）
 平成30年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
 平成31年度松野町一般会計予算
 平成31年度松野町国民健康保険特別会計予算
 平成31年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
 平成31年度松野町簡易水道特別会計予算
 平成31年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
 平成31年度松野町介護保険特別会計予算
 平成31年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
 農業委員の任命要件の例外規定適用の同意を求めることについて
 農業委員の選任について
 松野町副町長の選任について
 松野町監査委員の選任について
 松野町教育委員会委員の任命同意について
 ▼　原案どおり可決されました。
報告
 鬼北土地開発公社に関する報告について
諮問
 松野町人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
 ▼　諮問のとおり答申されました。
その他
 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件
 ▼　原案どおり可決されました。
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一般質問
森
岡　
健
治　
議
員

○
　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

加
速
度
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
深
刻
な
担
い
手
不
足

と
い
う
現
実
は
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
地
域
活
性
化
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て

申
す
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
振
興
す
る
う
え
で
、
担
い
手
の
確
保
は
最
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
の
農
業
政
策
に
お
い
て

も
、
ま
た
農
業
委
員
会
系
統
の
業
務
に
お
い
て
も
、
最
優
先

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
私
と
し

て
も
、
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
極

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
業
者
な
ど

町
内
の
中
核
的
な
農
業
者
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
等
、
農

地
の
流
動
化
の
促
進
に
よ
る
経
営
体
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
町
外
か
ら
の
新
規
農
業
参
入

者
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、
農
林
公
社
の
研
修
制
度
に
よ
る
新

規
就
農
の
促
進
な
ど
、
町
と
し
て
も
様
々
な
施
策
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
町
内
の
認
定
農

業
者
だ
け
で
は
、
営
農
面
積
や
作
業
受
託
の
拡
大
が
こ
れ
以

上
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の
懸
念
を
多
く
の
方

が
感
じ
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
町
内
に
お
い
て
も
、
町
外
の
資
本
力
の
強
い

農
業
法
人
に
よ
る
農
地
の
集
約
や
再
生
が
行
わ
れ
、
機
械
化

さ
れ
た
大
規
模
な
農
業
が
実
践
さ
れ
る
な
ど
、
部
分
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
国
の
施
策
に
そ
っ
た
生
産
性
の
高
い
農
業
も

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
個
人
経
営
の
農
家
も
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
農
業
法
人
等
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
に

よ
り
、
若
い
方
が
様
々
な
形
態
で
農
業
に
参
画
し
、
そ
れ
を

生
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
優
良
な
農
地
が
有
効
に
活
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
安
定
し
た
暮
ら
し
が
可
能
と
な

る
好
循
環
を
生
み
出
し
、
農
業
を
中
核
と
し
た
地
域
社
会
が

維
持
、
発
展
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
私
自
身
、
農
業
を
守
る
こ
と
が
地
域
を
守
る

こ
と
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
、
担
い
手
の
確
保
と
い
う

最
重
要
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

○
　
子
育
て
と
人
口
減
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

安
定
し
た
収
入
を
得
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
若
い
世
代
が
将
来
の
生
活
設
計
を
行

う
う
え
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
本
町
の
将
来
人

口
の
推
移
に
関
わ
る
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
27
年
度
に
「
森
の
国
松
野
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
へ
の
対
策
強
化
に
力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
創
出
を
推

進
す
る
「
企
業
誘
致
・
起
業
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
農

業
再
生
・
農
地
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
町
営
住
宅
の
建
設
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
移
住
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
を
柱

と
し
た
「
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
結
婚
や
出
産
の
奨

励
制
度
、子
育
て
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
の「
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
学
校
施
設
の

整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
の
「
教
育
環
境
充
実
・
学
力
強

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業
の
推

進
な
ど
の
「
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
様
々
な

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
効
果
が
相
乗
的
に
現
れ
て
き
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
進
捗
状
況
と
効
果
の
確

認
を
行
っ
て
お
り
、
例
え
ば
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
50
歳
未

満
の
女
性
の
社
会
減
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
平
成
29
年
度

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
前
年
度
比
で
０
・
42
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
し
、
１
・
76
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
な
目
標
は
、
総
人
口
の
減
少
を
い
か
に
食
い
止
め

る
か
で
あ
り
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
分
析
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、何
も
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
過
疎
化
・

高
齢
化
は
更
に
加
速
す
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ま

ず
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
県
な
ど
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
蕨
生
・
奥
野
川

地
区
に
お
け
る
「
人
口
の
１
％
取
り
戻
し
戦
略
」
モ
デ
ル
集

落
構
築
事
業
を
は
じ
め
、
仕
事
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
含
め
た

「
ひ
と
り
親
・
働
き
手
世
帯
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
そ
し
て

近
年
実
績
を
上
げ
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
、
活

用
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

こ
う
し
た
移
住
・
定
住
施
策
を
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、

今
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
今
後
も
住
み
続
け
る
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
、重
点
的
に
解
消
す
べ
き
課
題
は
何
な
の
か
、

こ
う
し
た
こ
と
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
は
、
一
朝
一
夕
に
大
き
な
効
果

を
得
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
松
野
町
の
実

現
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

一
般
質
問
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森 の国だ より

吉
野
生
保
育
園
閉
園
式

卒
園
式
並
び
に
修
了
式

3
30

　

３
月
30
日
㈯
、
松
野
東
小
学
校
体
育
館
で
閉
園
式
、
平
成
30
年
度
卒
園
式
並
び
に
修
了

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
、民
生
委
員
、歴
代
園
長
等
の
来
賓
、他
一
般
参
加
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

２
名
の
園
児
が
卒
園
し
ま
し
た
。
卒
園
式
・
修
了
式
後
、
引
き
続
き
吉
野
生
保
育
園
閉
園

式
が
執
り
行
わ
れ
、
記
念
行
事
で
は
、
吉
野
生
保
育
園
で
の
思
い
出
と
感
謝
の
気
持
ち
を

の
せ
て
、
大
空
に
風
船
が
放
た
れ
ま
し
た
。

「
災
害
対
応
措
置
に
関
す
る
協
定
」
調
印
式

3
28

　

３
月
28
日
㈭
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
災
害
対
応
措
置
に
関
す
る
協
定
」
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
愛
媛
森
林
管
理
署
か
ら
国
有
林
周
辺
の
被
害
発
生
状
況

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
滑
床
渓
谷
や
民
有
林
林
道
の
被

害
箇
所
の
確
認
を
町
や
地
元
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
こ
れ
ら
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
本
町
に
お
い
て
林
野
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
に
、
同
署
が
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
に
よ
る
被
害
状
況
の
確
認
や
、
撮
影
デ
ー
タ

の
収
集
情
報
に
基
づ
く
被
災
原
因
の
推
定
や
対
策
の
提
案
を
行
う
も
の
で
す
。
協
定
締
結

に
よ
り
、
防
災
対
策
の
強
化
と
早
期
の
災
害
復
旧
活
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
同
署
と
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
本
町
が
県
内
市
町
で
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

▲坂本町長と間島重道署長
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森 の国だ より

「松野四万十バイクレース」開催に伴う交通規制について

【松野四万十バイクレース】
　松野町や四万十地域などの自然の魅力溢れる林道や一般道のコース
を、チームで駆け抜けるマウンテンバイクレースです。

【日　　時】　６月２日㈰　午前５時30分 虹の森公園一斉スタート

【コ ー ス】　  松野町・四万十市西土佐地区の一般道及び林道（３部門）
　　　　　　　 ①アルティメット 130.4㎞
　　　　　　　 ②アドバンスド  108.1㎞
　　　　　　　 ③チャレンジ   41.0㎞

【大会サイト】　http://matsunoshimanto.com/

【問い合わせ先】

　松野四万十バイクレース事務局（ふるさと創生課内）☎42-1116

　６月２日㈰、松野四万十バイクレースの開催に伴い、虹の森公園～富岡～目黒～滑床渓谷方面の国道・
県道が通行止めになります。
　早朝からご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
　迂回路については、回覧・ホームページでお知らせします。当日は交通整理員が誘導します。

路線別の通行止概要
凡　　例 路　線　名 通行止時間

国道381号 5:00～6:00

県道西土佐松野線 5:20～6:00

県道目黒松丸線 5:30～8:00

県道滑床松野線 6:00～8:30

スタート地点 
（虹の森公園） 

至目黒方面 

至目黒方面 

滑床方面

富岡冨民 
目黒若山口 

松丸礁崎交差点 

広見川 広見川 

至富岡・目黒方面 

松丸礁崎交差点 

スタート地点虹の森公園
（大会本部会場）

松野町役場松野町役場

全体概要図 会場周辺略
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平
成
29
年
２
月
か
ら
愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
、

救
急
現
場
等
へ
の
医
師
及
び
看
護
師
の
派
遣
に
よ
り
、
生
命
の
危
険
が

あ
る
患
者
さ
ん
に
速
や
か
に
初
期
治
療
を
行
い
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
こ
と
で
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
県
内
で
は
３
０
０
か
所
以
上
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
内
で
は
福
祉
団
地
に
あ
る
１
か
所
の
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
旧
松
野
南
小
学
校
運
動
場
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
ヘ
リ
離
着
陸
場
の
選
択
肢
が
増
え
、
更
な
る
救

命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

整
備
内
容
は
、
運
動
場
の
中
央
付
近
に
ヘ
リ
離
着
陸
場
と
し
て
天
然

芝
を
張
り
、
運
動
場
が
地
域
交
流
の
広
場
と
し
て
の
機
能
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
要
請
は
、
消
防
機
関
が
１
１
９
番
通
報
受
信

時
又
は
救
急
現
場
に
お
い
て
出
動
要
請
基
準
に
該
当
す
る
と
判
断
し

た
場
合
に
消
防
機
関
か
ら
要
請
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
出
動
要
請
基
準
】

○ 

患
者
に
生
命
の
危
機
が
切
迫
し
て

い
る
又
は
そ
の
可
能
性
が
疑
わ
れ

る
と
き

○ 

救
急
現
場
で
医
師
に
よ
る
緊
急
診

断
・
治
療
等
の
処
置
を
必
要
と
す

る
と
き

○ 

重
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
で
あ
っ

て
、
搬
送
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
と
き

○ 

特
殊
救
急
疾
患
の
患
者
で
、
特
に

搬
送
時
間
の
短
縮
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
き

○ 

そ
の
他
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
を

要
請
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と

判
断
す
る
と
き

　

３
月
24
日
㈰
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
大
学
の
学
び
を
体
験
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
の
大
学
生
と
学
び
の
世
界
を
の
ぞ
い
て

み
よ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
京
工
業
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
院
の
学
生
が
主
催
、
町
教
育
委
員

会
の
共
催
で
行
わ
れ
、
東
京
か
ら
大
学
生
が
７
名
、
本
町
か

ら
中
学
生
が
20
名
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
と
午
後
の

２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
午
前
中
は
参
加
大
学
生
の
専
門

で
あ
る
「
情
報
工
学
」
と
「
都
市
計
画
」
を
体
験
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
学
習
さ

せ
、
画
像
認
識
を
行
う
人
工
知
能
デ
バ
イ
ス
を
作
成
し
た
り
、

町
内
を
散
策
し
て
町
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
が
ら
理
想

の
観
光
ル
ー
ト
を
考
え
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
大
学
の
学
び
に
触
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
座
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
大
学
生
が
や
り
た
い
こ
と
と
ど
う
出
会
い
、

深
め
て
い
っ
た
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
、
中

学
生
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
進
路
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、「
自
分
が
繋
げ
た
回
路
で

人
工
知
能
が
動
い
て
感
動
し
た
。」、「
自
分
の
将
来
に

自
信
が
つ
い
た
。」、「
自
分
た
ち
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
中
で
も
、
中
学
生
か
ら
の
「
ま
た
や
り
た

い
で
す
。」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

中
学
生
の
中
に
何
か
残
る
も
の
が
あ
っ
て
、良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

目
黒
地
区
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

東
京
の
大
学
生
と
学
び
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

真
庭　

伸
悟　
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「
不
器
男
の
結
婚
」

第
十
一
回　

不
器
男
の
庭地

域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋　

健
佑

　

昭
和
三
年
三
月
二
十
三
日
に
不
器
男
は
太
宰
文
江
と
結

婚
し
ま
し
た
。
そ
し
て
太
宰
家
の
養
子
に
入
り
太
宰
不
器

男
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
不
器
男
が
知
人
に
送
っ
た

手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
心
境
を
書
い
て
い
ま
す

　
「
当
方
へ
来
ま
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
一
月
で
す
が
、
な
ん

だ
か
落
付
か
な
い
の
で
句
も
出
来
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ

仕
事
な
ど
は
な
い
の
で
す
か
ら
い
く
ら
で
も
作
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
筈
な
の
で
す
が
。
人
間
は
勝
手
な
も
の
で
す

ね
。
環
境
が
変
わ
つ
た
の
で
随
分
句
に
し
た
い
所
は
見
つ

け
ま
し
た
、
が
、
い
ざ
ま
と
め
様
と
す
る
と
ま
る
で
出
来

な
い
の
で
す
。
見
つ
け
た
だ
け
で
句
が
出
来
る
の
だ
っ
た

ら
楽
で
す
が
」

　

実
際
に
は
こ
の
頃
も
、
俳
句
は
書
き
た
め
て
い
た
よ
う

で
す
が
環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
不
器
男
が
結
婚
す
る
少
し
前
に
芝
家
で
行
わ
れ

た
句
会
報
が
昭
和
三
年
五
月
の
「
破は

魔ま

弓ゆ
み

」
と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
の
句
は
そ
の
句
会
で
不
器

男
が
作
っ
た
俳
句
で
す
。

　

友
ど
ち
と
わ
か
る
ゝ
門
や
夕
霞　

　

山
か
け
て
う
ち
か
す
み
た
る
門
辺
か
な

　

こ
の
う
ち
「
山
か
け
て
」
の
句
は
同
年
五
月
の
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
に
次
の
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
か
け
て
う
ち
か
す
み
た
る
門
邊
か
な

　

こ
ち
ら
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
欄
の
俳
句
な
の
で
「
山
か

け
て
」
か
ら
推
敲
し
て
こ
の
形
に
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
ま
す
。

ま
ち
の
投
句
箱

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

木
下
　
智
恵 

松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

葛
句
会
三
月
例
会
句
会　
於　
不
器
男
記
念
館

古
代
雛
ど
こ
か
似
て
い
る
祖
母
の
顔 

伊
藤　
　

富
子

行
き
先
を
告
げ
て
行
く
な
り
春
隣 

金
谷　
　

重
子

一
人
居
の
庭
の
広
さ
や
黄
水
仙 

金
谷　
　

文
恵

仕
事
場
は
山
の
中
腹
杉
の
花 

谷　
　

き
よ
し

走
り
根
の
細
き
に
寄
れ
ば
春
の
草 

布　
　
　

康
江

新
聞
に
載
ら
ぬ
葬
儀
や
花
に
雨 

ひ
の　

た
い
ら

啓
蟄
や
挨
拶
す
る
子
変
声
期 

三
好　

カ
ン
ナ

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
一
月
投
句
分

春
寒
む
の
夫
と
ド
ラ
イ
ブ
駅
舎
の
湯

 

四
万
十
市　
　

松
下　

晴
美

み
ち
の
く
の
夜
明
け
の
地
震
や
春
遠
し

 

宇
和
島
市　
　
　
　

城　
　

今
日
も
ま
た
掃
け
ば
出
て
く
る
年
の
豆

 

八
幡
浜
市　
　

一　
　
　

夘

春
障
子
隔
て
て
母
の
寝
息
か
な

 

八
幡
浜
市　
　

節　
　
　

女

選
者　

葛
句
会
会
長　

谷
き
よ
し

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々

上
田
　
幸
世

　
　
　
七
恵

幸こ

太た

郎ろ
う

男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
前
　
木
下
キ
ヨ
コ
　
　
100
歳

蕨
　
生
　
金
谷
　
春
子
　
　
95
歳

蕨
　
生
　
竹
内
　
久
枝
　
　
83
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,029世帯（前月比 －32世帯）

総人口　3,932人 （前月比 －56人）
　　　　男1,849人　女2,083人
【３月中の異動】
　　　○出　生　１人　○死　亡　６人
　　　○転　入　28人　○転　出　79人

平成31年３月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口
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新
任
職
員
　
教
職
員
紹
介

就
任
の
ご
挨
拶

中
井
　
慶
仁
　
副
町
長
　

中
央
診
療
所 

宮
本
　
裕
介
　
所
長
　

　虹の森まつの保育園の竹
田侑未です。自然豊かな松野
町の環境を活かして、子ども
たちと様々な体験ができた
らと思います。元気いっぱい
な子どもたちに負けないく
らい、元気ハツラツで楽しく
保育していきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いし
ます。

　４月より虹の森まつの保

育園で勤務させていただく

ことになりました中山のぞ

みです。自然豊かな松野町

で働けることを嬉しく思い

ます。子どもたちと毎日笑

顔で楽しく過ごしていけた

らと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 虹の森まつの保育園
竹田　侑未 さん

虹の森まつの保育園
中山　のぞみ さん

　

こ
の
度
、
町
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
付
け
で

副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
中
井
慶
仁
と
申
し
ま
す
。

　
「
森
の
国
」
の
名
の
と
お
り
豊
か
な
森
と
美
し
い
川
に
恵
ま

れ
、
歴
史
あ
る
街
並
み
が
保
存
さ
れ
た
こ
の
松
野
町
で
勤
務
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
坂
本
町
長
を
支
え
、町
長
の
掲
げ
る
基
本
方
針「
小

さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
」
の
と
お
り
、
町
に
お
け
る
一
つ
ひ
と

つ
の
職
務
に
職
員
と
協
力
し
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
4
月
1
日
か
ら
渡
部
洋
輔
先
生
の
後
任
と
し
て
、
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
の
所
長
を
拝
命
し
ま
し
た
宮
本
裕
介
で
す
。

　

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
皆
様
に
自
己
紹
介
を
含
め
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
宇
和
島
東
高
校
を
卒
業
の
後
、
青
森
県
の
弘
前
大
学
医
学
部
に
進

学
し
ま
し
た
。
１
９
８
６
年
よ
り
青
森
県
内
の
医
療
機
関
で
内
科
・
救
急

を
主
に
診
療
し
て
お
り
ま
し
た
。
１
９
９
６
年
に
家
族
と
と
も
に
福
岡
県

小
石
原
村
に
移
り
山
村
の
診
療
所
で
の
勤
務
を
経
て
、 

２
０
１
１
年
よ
り

佐
賀
県
唐
津
市
で
唐
津
市
民
病
院
と
唐
津
湾
の
島
の
診
療
所
の
医
師
と
し

て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
ご
縁
が
あ
り
松
野
町
で
診
療
を
す
る
機
会

が
得
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
私
の
医
師
と
し
て
の
経

験
の
多
く
は
、
以
上
の
ご
と
く
田
舎
の
小
さ
な
診
療
所
で
の
も
の
で
す
。

今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
さ
ら
に
研
鑽
を
重
ね
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
の
た
め
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。
ま
た
診
療
所
の
職
員
全
員
で
日
々

小
さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
に
良
質
な
医
療･

看
護
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
に
は
ど
う
ぞ
暖
か
い
目
で
診
療
所
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
末
永
く
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
野
町
に
新
し
い
風
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松野中学校
❶藤原　泰幸 校長

　母校で勤務できることを、大変嬉しく、有難く思います。新しい時
代を担う、心豊かで、たくましい生徒（後輩）の育成のために力を尽
くします。よろしくお願いいたします。

❷水田　和浩 教諭

　広見中学校より転任してきました。木の香りのする校舎と教室から
見える美しい桜に日々感動しています。生徒が楽しい学校生活を送る
ことができるように頑張って参ります。よろしくお願いします。

　 

新
任
職
員
　
教
職
員
紹
介松野東小学校

松野西小学校❹土居　弥生 事務長
　久しぶりの小学校勤務となり、孫のような子どもたちに目を細める毎日で
す。この瞳の輝きを守れるようサポートしたいと思います。よろしくお願いい
たします。
❺兵頭　秀則 教諭
　初めての松野西小学校での勤務になります。早く松野町に慣れ、皆さん
から信頼される教員になりたいと思います。一生懸命がんばります。
❻渡邊　登紀子 教諭
　松野東小学校から転任してきました。元気いっぱいの子どもたちと共に、
私自身も笑顔で明るく元気に過ごしていきたいと思います。よろしくお願い
いたします。
❼尾﨑　美海 事務員
　初めての勤務地、松野町でたくさんの人と関わりを持って頑張っていきた
いと思います。よろしくお願いいたします。
❽下田　仁美 講師
　松野町での勤務は初めてとなります。松野の子どもたちのために一生懸
命がんばりたいと思います。よろしくお願いいたします。

❾稲田　　修 教頭
　16年振りに、故郷松野でお世話になることになりました。「笑顔で登校、
満足して下校」できる児童の育成を目指し、一生懸命頑張ります。どうぞ、
よろしくお願いします。

❿古谷　明希 教諭
　松野西小学校から転任して参りました。子どもたちと一緒に、毎日笑顔
で頑張りたいです。よろしくお願いいたします。

⓫二宮　妙子 養護教諭
　養護教諭としてお世話になることになりました。遠距離ニモ負けず、城川
町から元気に通勤しています。帰りのエネルギーは、子どもたちの笑顔です。
よろしくお願いいたします。

　この度、新規採用職員にな
りました大西康輔と申しま
す。
　松野町には、縁がありこの
土地で仕事や生活をするよ
うになりました。出身地は新
居浜市で太鼓祭のように意気
揚々に頑張っていきますの
で、ご指導のほどよろしくお
願いいたします。

　保健福祉課に配属となりまし
た。社会福祉士の金谷尚美と申
します。訪問時に住民の皆さん
に温かく迎えていただいたり、
帰り際に「また来てよ」と笑顔
で言って頂く一言がとても嬉し
く、この仕事に就いて本当に良
かったと思っています。初めて
の事も多くご迷惑をおかけする
点も多々あるかと思いますが、
松野町に貢献できるよう一生懸
命頑張ってまいりますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。

建設環境課
大西　康輔 さん

保健福祉課
金谷　尚美 さん

❶❷

❺ ❹❼ ❽ ❻

松
野
町
に
新
し
い
風

❾ ⓫❿
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各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

５
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
員
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

５
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
員
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

５
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
、コ
ン
ビ
ニ
、金
融
機
関
等
で
納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

５
月
中
旬
頃
お
手
元
に
届
く
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
の
う
え
、

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
南
予
地
方
局
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

南
予
地
方
局　

税
務
課　

☎
22
・
５
２
１
１

介
護
情
報
ア
プ
リ
﹁
愛
顔
ケ
ア
ね
っ
と
﹂

　

ど
な
た
で
も
手
軽
に
介
護
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
ア
プ
リ
で
す
。「
愛
顔
ケ
ア
ね
っ
と
」
で
検
索
し
て
、
是
非

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

農業委員会だより（５月号）
　

４
月
８
日
㈪
、
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
就
任

さ
れ
た
農
業
委
員
に
よ
る
初
の
定
例
総
会
が
開
催
さ

れ
、
会
長
に
山
口
尊
氏
、
副
会
長
に
矢
野
千
津
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
会
長
よ
り
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
改
選
後
の
新
し
い
農

業
委
員
会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
詳
細
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
任
期
は
共
に
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
等
に
関
す
る
こ
と
で
気
に
な
る
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
農
業
委
員
や
担
当
区
域
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

農業委員
役 職 議席 氏　名 担当地区
会　長 １ 山口　　尊 松　丸
副会長 ２ 矢野　千津

３ 加賀田幸二 富　岡
４ 松比良八重子
５ 関本　五郎 豊岡後
６ 村田　和宏 上家地
７ 河野　繁禧 目　黒
８ 石田　芳久 延野々
９ 太田　善英 吉　野
10 毛利　彰男 豊岡前
11 岡本　　博 蕨　生
12 品田　壽和 奥野川
13 山本　吉和

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

【
Ｈ　
　

Ｐ
】

　

え
ひ
め
介
護
情
報
サ
イ
ト
「
愛
顔
ケ
ア
ね
っ
と
」

　

http://egaocare.net/　

　
（
こ
ち
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
長
寿
介
護
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
３
０

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
６
月
30
日

ま
で
の
３
か
月
間
を
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
の
実

施
期
間
と
定
め
、
不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し

を
全
面
的
に
撲
滅
し
、
大
麻
・
け
し
に
関
す
る
知
識
の
普
及

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

不
正
な
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は
、
宇
和
島
保
健

所
又
は
最
寄
り
の
警
察
署
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

宇
和
島
保
健
所　

☎
28
・
６
１
０
５

愛
媛
県
職
員
募
集

　

県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

　

上
級　

６
月
23
日
㈰

　

松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験
可
能

　　

ま
た
、
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
者
を
対
象
と
し
た
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
県
職
員
採
用
募
集

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
Ｈ　
　

Ｐ
】https://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/em
poym

ent/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

農地利用最適化推進委員
【松丸地区、延野々地区、豊岡後地区、豊岡前地区】

氏　名
小林　健一
山木　幸三

【富岡地区、上家地地区、目黒地区】
氏　名

井上　優二
橋田　忠弘

【吉野地区、蕨生地区、奥野川地区】
氏　名

赤松　　晋
金谷　純一
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
係
る
借
上
げ

型
仮
設
住
宅
申
込
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
借
り
上
げ
仮
設
住
宅
の

募
集
申
込
期
限
が
令
和
元
年
５
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と
な

り
ま
す
。
但
し
、個
別
事
情
（
入
院
中
の
た
め
申
込
み
困
難
等
）

に
よ
り
期
限
ま
で
や
む
を
得
ず
申
込
み
で
き
な
い
入
居
希
望

者
に
限
り
「
理
由
書
」
を
町
に
提
出
し
、
県
及
び
町
の
審
査

の
結
果
、
受
付
可
能
な
方
の
み
令
和
元
年
７
月
31
日
ま
で
受

付
を
継
続
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
等
は
、
建
設
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

建
設
環
境
課　

☎
42
・
１
１
１
５

南
予
産
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
新
築

費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す

　

木
材
産
業
や
建
築
産
業
等
の
振
興
を
図
り
、
林
業
の
活
性

化
や
森
林
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
南
予

産
材
木
造
住
宅
建
築
促
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
南
予
産
材
を
使
用
し
て
町
内
に
木
造
住
宅
を
新
築

又
は
購
入
す
る
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
対
し
て
補
助

を
す
る
も
の
で
、
平
成
31
年
度
で
補
助
制
度
が
終
了
し
ま
す
。

補
助
申
請
を
お
考
え
の
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※ 　

町
定
住
促
進
条
例
に
伴
う
定
住
住
宅
建
築
奨
励
金
制
度

に
つ
い
て
は
継
続
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】　

令
和
元
年
９
月
30
日
㈪

【
補
助
対
象
】

　

自
ら
居
住
す
る
た
め
町
内
に
木
造
住
宅
を
新
築
又
は
購
入

す
る
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

○ 

南
予
産
材
を
主
要
部
材
に
50
％
以
上
使
用
し
、
住
宅
部
分

の
床
面
積
が
66
㎡
以
上
の
木
造
住
宅

○
在
来
工
法(

軸
組)

で
建
築
さ
れ
る
木
造
住
宅

【
補
助
金
額
】

　

南
予
産
材
1
㎥
あ
た
り
３
万
円
で
、
上
限
は
１
０
０
万
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
林
振
興
課　

☎
42
・
１
１
１
４

平成31（₂01₉）年度慰霊巡拝実施の予定について
　厚生労働省社会・援護局事業推進室から、慰霊巡拝の実施のお知らせです。参加を希望される方は、行程や参加資格、
自己負担等詳細の資料がありますので、町民課へご連絡ください。
　なお申込締切は、国への締切日ですので、お早めの相談をお願いします。

実 施 地 域 実　施　時　期 申込締切 実 施 地 域 実　施　時　期 申込締切

１ アッツ島 ６月20日～６月27日 ８日間 ４月17日 ９ インド 10月７日～10月12日 ６日間 ７月24日

２ モンゴル国 ９月２日～９月９日 ８日間 ４月17日 10 マリアナ諸島 12月５日～12月12日 ８日間 ８月５日

３ イルクーツク州 ９月15日～９月24日 10日間 ４月17日

11

フィリピン（１班）

２月13日～２月20日 ８日間 ９月27日４ ハバロフスク地方 ９月17日～９月26日 10日間 ４月17日 フィリピン（２班）

５ 中国東北地方 ９月４日～９月13日 10日間 ４月26日 フィリピン（３班）

6 ソロモン諸島 ９月７日～９月14日 ８日間 ５月10日 12 硫黄島（１次） 11月中旬 ２日間 －

７ 沿海地方 10月８日～10月12日 ５日間 ５月15日 13 硫黄島（２次） ２月中旬 ２日間 －

８ 東部ニューギニア ９月28日～10月５日 ８日間 ５月29日

※ 実施時期・期間等は、相手国の都合等により変更することがあります。
※  参加費用（実費）の目安は、海外地域の場合は約200,000円～ 350,000円、硫黄島の場合は約20,000円～ 30,000円です。

【問い合わせ先】　町民課　☎42-1113
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平成31年度の健康診査・がん検診の日程が決まりました！
　平成31年度の健康診査・がん検診の日程は、表のとおりとなっています。
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は健康診査・がん検診を受診しましょう。

子宮頸がん検診
日　　程 場　　　所
５月21日㈫ 吉野生交流促進センター （午後）
５月22日㈬ 保健センター （午後）

５月27日㈪
目黒基幹集落センター （午前）
保健センター （午後）

10月９日㈬ 保健センター （午後）

乳がんマンモグラフィ検診
日　　程 場　　　所
５月21日㈫ 吉野生交流促進センター（午前・午後）
５月22日㈬ 保健センター（午前・午後）

５月27日㈪
目黒基幹集落センター（午前）
保健センター（午後）

７月31日㈬ 保健センター（午前・午後）
「骨量測定あり」

11月３日㈰ 保健センター（午前）
（休日健診と同日実施）

… 子宮頸がん検診と乳がんマンモグラフィ検診を同日実施し
ます。

肺がんＣＴ検診
日　　程 場　　　所

11月25日㈪
目黒基幹集落センター（午前）
保健センター（午後）

11月26日㈫ 吉野生交流促進センター（午前・午後）
11月27日㈬ 保健センター（午前・午後）

平成31年度　健康診査日程表
(健康診査・胃がん・大腸がん・前立腺がん・胸部検診)
日　　程 場　　　所

６月11日㈫ コミュニティセンター

６月13日㈭ 森の国ふれあいセンター

７月２日㈫ 隣保館

７月４日㈭ 豊岡前集会所

８月２日㈮
旧松野南小学校

又は
目黒基幹集落センター

９月10日㈫ 奥野川住民センター

９月11日㈬ 蕨生集会所

10月４日㈮ 富岡公民館

10月６日㈰ 保健センター（日曜健診）
【上家地地区】

10月７日㈪ 延野々集会所

10月16日㈬
吉野生交流促進センター

10月17日㈭

11月３日㈰ 保健センター（休日健診）

★　 目黒地区の健康診査は、２日間での実施を１日での実施に変更
しています。

保健師担当地区について
担当地区 保健師

松丸地区・延野々地区・豊岡後地区・上家地地区 沖野　健治

豊岡前地区・富岡地区・目黒地区 金谷　里沙

吉野地区・蕨生地区・奥野川地区 渡森　昭子

　今年度の保健師担当地区は表のとおりです。
　地区担当が中心となりますが、全体で対応させていただ
きますので、健康に関することなどで相談がありましたら、
保健センターまでご連絡ください。

【問い合わせ先】保健センター（保健福祉課）☎42-0708

平成3₁年度健康診査・がん検診の申込みについて

希望調査票を提出された方
希望調査票を提出されていない方

健診・がん検診受診を希望される方は、保健センターまでご連絡ください。

お住まいの地区又は希望した日の健診、各がん検診日までに保健福祉課から問診票を送付します。
問診票を当日持参のうえ、受診してください。
（注意）大腸がんは、健診当日の回収です。希望される方は、事前にお申し込みください。

平成31年２月
「平成31年度健康診査・がん検診受診希望調査票」（さくら色）を世帯主様宛に郵送しています。
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定住促進奨励措置制度の延長について
　町では、平成31年度以降も定住を促進するため、松野町定住促進条例による奨励措置を令和７年３月31日まで延
長しました。
　奨励金等の交付を希望される方は、下記の表以外にも奨励措置を受けるための要件がありますので、ふるさと創
生課（☎42-1116）へご相談ください。
　また、申請手続等を一部変更しているほか、申請期限を過ぎた場合は、奨励措置が受けられないことがあります
ので、ご注意ください。

【定住住宅建築奨励金】

奨 励 金 額 1,000,000円

主 な 資 格 要 件

〇松野町に永住又は10年以上居住すること。
〇 町外の方又は町内在住で満40歳未満の２人以上の世帯の世帯主が、町内に住宅を新築（新築
住宅を購入）すること。

〇 申請者が、新築（購入）住宅を所有し、居住室等の住宅部分の面積が66平方メートル以上あ
ること。

〇町税等の滞納がないこと。

事 前 協 議 時 期 住宅新築工事請負契約締結日から１か月以内又は新築住宅購入申込日以前の１か月間

【結婚祝金】

結 婚 祝 金 の 額 100,000円

主 な 資 格 要 件
〇結婚届出後３か月以内に夫婦ともに町内に生活基盤を置き、住民基本台帳に記録すること。
〇町税等の滞納がないこと。

申 請 時 期 結婚の届出が受理され、夫婦ともに住民基本台帳に記録された日から３か月以内

【出産祝金】

出 産 祝 金 の 額
第１子・第２子　100,000円、第３子　500,000円、
第４子　700,000円、第５子以上1,000,000円

主 な 資 格 要 件

〇松野町に永住又は10年以上居住すること。
〇 町内に生活基盤を置き、かつ、住民基本台帳に記録された者が、子を出産し出生の届出をす
ること。

〇町税等の滞納がないこと。

申 請 時 期 出産し出生の届出をした日から３か月以内

【問い合わせ先】　ふるさと創生課　☎42-1116

～皆さんの声を聞かせてください～
　町政などに関するご意見・ご要望は、下記までお寄せください。
　松野町役場　総務課　☎42-1111　  m-soumu@town.matsuno.ehime.jp
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防災安全コーナー

全国春の交通安全運動
みんなで目指そう！

交通死亡事故抑止 “アンダー 50”
家庭で、学校で、職場で、地域で、県民総ぐるみで
１年間の交通事故による死亡者50人未満を目指す

『アンダー 50』を達成しましょう。

運　動　期　間
　令和元年５月11日㈯～５月20日㈪
　※　例年４月上旬ですが、今年は統一地方選挙が行われたため、５月上旬です。

運動の基本・重点
１　運動の基本
　・子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
２　運動の重点
　・自転車の安全利用の推進
　・すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶
　・道路横断中の交通事故防止対策の推進
　・「シェア・ザ・ロード」の精神の普及促進と
　　自転車乗車用ヘルメットの着用促進
　・町内での交通死亡事故「０（ゼロ）」の継続

歩行者を
　守る気づかい
　　思いやり

町内の主な活動
・５月13日㈪８：00から
　 交通安全自動車パレード・人の輪作戦
　（虹の森公園交差点ほか）
・５月17日㈮10：00から
　 森の国まつの保育園児による
　交通安全パレード・マスコット配布（役場前）
・期間中
　街頭での交通安全の啓発・通学指導、
　交通安全旗の掲揚　等

55

5 20

551111 2020

5春春 月

土 月2019年

国連『交通安全の
ための行動10年』

チャイルドシート着用推進
シンボルマーク「カチャピョン」

飲酒運転の
根絶子供と高齢者の

安全な通行の確保と
高齢運転者の
交通事故防止

自転車の
安全利用の推進

全ての座席の
シートベルトと
チャイルドシートの
正しい着用の徹底

みんなで確認！
守ってね。交通ルール。

春春春春春春
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５月からの中央診療所外来診療について

月 火 水 木 金 土・日・祝日

検　査 随　時　、予約制

休　診
※ ４月27日～
　５月６日も
　休診となります。

午前
１診 宮本医師 宮本医師 宮本医師 宮本医師 宮本医師

２診 大西医師 県立中央病院
杉山医師 大西医師 大西医師 大西医師

午後 診察 交　代
県立中央病院

杉山医師

西予市民病院
第１水曜日　
　　岡田医師

第３水曜日　
　　野間医師

その他　　　
　　菊池医師

交　代 交　代

※都合により変更になる場合がありますので、診療所内の掲示等でご確認ください。

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～₁₁時30分　₁₂時～₁₇時　　診療時間　９時～₁₂時　₁₄時～₁₇時₁₅分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所 ５月９日㈭・吉野診療所 ５月16日㈭・谷口診療所 ５月23日㈭
受付時間　13時～16時　診療時間　13時30分～16時30分　※都合により変更する場合があります。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　平成31年４月から令和２年３月分までの国民年金保険料は、月額16,410円です。保険料は、日本年金機構から送付
される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。また、クレジットカードによる納付
やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・文書・訪問により
早期に納めていただくよう案内を行っています。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、延
滞金が課されるだけでなく、納付義務のある方※の財産が差し押さえられることがありますので、早めの納付をお
願いします。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度がありますので、役場の国民年
金窓口へご相談ください。
※　納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

国民年金の相談・手続きについては、お住まいの市区町村又は年金事務所までお問い合わせください。
町民課　☎42-1113
宇和島年金事務所　☎22-5569
（年金事務所へは予約してからお越しください。）
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入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要
施行場所
（納入場所）

種　別 落札業者 落札金額 所管課

H30.10.25
松野町国民健康保険中央診療所及び
松野町保健センタースプリンクラー
等施設整備工事設計監理業務委託

松野町国民健康保険中央診療所及び松野町保健センタースプリンク
ラー等施設整備工事設計監理業務委託

延野々 委　託 新企画設計㈱ 3,456,000
中央診療所
及 び
保健福祉課

H30.10.25 高橋橋梁補修工事 L=22.95m、W=4.00m、橋梁補修工一式 目 黒 土　木 下田建設㈲ 7,473,600 建設環境課

H30.10.25 袖野橋橋梁補修工事 L=8.00m、W=3.50m、橋梁補修工一式 目 黒 土　木 中山産業㈱ 6,026,400 建設環境課

H30.10.25 御倉橋橋梁補修工事 L=6.42m、W=5.25m、橋梁補修工一式 奥野川 土　木 ㈲吉本庭園 1,339,200 建設環境課

H30.10.25 久保橋橋梁補修工事 L=5.00m、W=3.50m、橋梁補修工一式 蕨 生 土　木 ㈲吉本庭園 2,052,000 建設環境課

H30.11.27 避難所用防災資機材購入事業 避難所用防災資機材（発電機　３基、投光器　16基） 松 丸 物品購入 ムロツ商店 498,355 防災安全課

H30.11.27 避難所用備蓄物資購入事業 避難所用備蓄物資（食料、飲料水、毛布等）一式 松 丸 物品購入 しば企画 3,348,000 防災安全課

H30.11.27 蕨生２- ９がけ崩れ防災対策工事
施工延長　Ｌ＝19ｍ、法覆コンクリ－ト　Ｌ＝19ｍ、石積工　Ａ＝28㎡、
Ｕ型水路　Ｌ＝17ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝20ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝20ｍ

蕨 生 土　木 金谷建設㈴ 14,252,760 建設環境課

H30.12.20
松野町国民健康保険中央診療所及び
松野町保健センタースプリンクラー
等施設整備工事

自動消火設備、屋内消火栓設備、火災通報装置設備の設置工事 延野々 管 ㈱四電工宇和島営業所 46,440,000
中央診療所
及 び
保健福祉課

H30.12.20 品田農地災害復旧工事 復旧延長L=７ｍ、ブロック積A=20㎡ 奥野川 土　木 ㈲吉本庭園 1,274,400 農林振興課

H30.12.20
富岡7-20-Ａ集落・避難路保全斜面地
震対策工事

施工延長　Ｌ＝９ｍ、法覆コンクリ－ト　Ｌ＝12ｍ、石積工　Ａ＝17㎡、
水路工　Ｌ＝10ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝11ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝10ｍ

富 岡 土　木 ㈲山口建設 6,868,800 建設環境課

H30.12.20 葛川沈下橋補修工事 Ｌ＝8.94ｍ、Ｗ＝2.5（2.8）ｍ、橋梁補修工１式 吉 野 土　木 金谷建設㈴ 3,186,000 建設環境課

H30.12.20 延野々大井手頭首工災害復旧工事 復旧延長 L=12.3m、頭首工 V=72㎥ 延野々 土　木 南予開発㈲ 16,686,000 農林振興課

H30.12.20 櫻谷災害関連緊急がけ崩れ対策工事
施工延長　Ｌ＝35ｍ、法覆コンクリ－ト　Ｌ＝35ｍ、石積工　Ａ＝78㎡、
Ｕ型水路　Ｌ＝35ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝35ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝36ｍ

蕨 生 土　木 ㈱松野建設 23,976,000 建設環境課

H30.12.20 町道延行線改良工事
Ｌ＝23.76ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、土工１式、法面工Ａ＝200㎡、
擁壁工Ｖ＝101㎥、排水工Ｌ＝25ｍ、防護柵工１式

蕨 生 土　木 中山産業㈱ 19,008,000 建設環境課

H30.12.20
奥野川1-11集落 ･ 避難路保全斜面地
震対策工事

施工延長　Ｌ＝18ｍ、法覆コンクリ－ト　Ｌ＝29ｍ、石積工　Ａ＝36㎡、
水路工　Ｌ＝26ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝11ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝18ｍ

奥野川 土　木 藤岡建設 15,444,000 建設環境課

H30.12.20 公営住宅延野々団地2棟解体工事 解体棟数　N=２棟、解体工事　一式 延野々
とび土工
コンクリート

㈱松野建設 1,944,000 建設環境課

H30.12.20 公営住宅国木谷団地1棟解体工事 解体棟数　N=１棟、解体工事　一式 目 黒
とび土工
コンクリート

下田建設㈲ 1,112,400 建設環境課

H31.1.25 地域ヘリポート整備工事 舗装（天然芝）　面積　A＝400㎡　20ｍ×20ｍ 目 黒 土　木 下田建設㈲ 7,668,000 保健福祉課

H31.2.26 林道上目黒線災害復旧工事
復旧延長　L=42.0m（掘削工　V＝370㎥、盛土工　V＝247㎥、
法面保護工　A＝236㎡、残土処理工　V=117㎥）

目 黒 土　木 下田建設㈲ 928,800 農林振興課

H31.2.26
林道広見篠山線 (豊岡宮川線) 災害
復旧工事

復旧延長　L=70.0m（掘削工　V＝2,371㎥、法面整形工　A＝914㎡、
かご擁壁工　一式、法面保護工　A＝1,148㎡、残土処理工　V=2,252㎥）

豊 岡 土　木 中山産業㈱ 48,600,000 農林振興課

H31.2.26 林道日吉松野線災害復旧工事
復旧延長　L=38.4m（掘削工　V＝2,613㎥、法面整形工　A＝509㎡、
かご擁壁工　一式、法面保護工　A＝1,092㎡、残土処理工　V=2,613㎥）

蕨 生 土　木 ㈱松野建設 50,760,000 農林振興課

H31.3.25 中組橋外1橋 橋梁補修調査設計業務委託 橋梁補修調査設計　Ｎ＝２橋
奥野川
外

委　託
㈱荒谷建設コンサル
タント 宇和島事務所

9,720,000 建設環境課

H31.3.25 町道滝の平線法面対策工事
Ｌ＝23ｍ　土工一式、ブロック積工Ａ＝54㎡、排水工Ｌ＝10ｍ、防護柵
工Ｌ＝12ｍ、舗装工Ａ＝70㎡、法覆工Ａ＝121㎡、落石予防工Ａ＝295㎡

延野々 土　木 ㈱松野建設 23,760,000 建設環境課

H31.3.25 町道葛川富岡線改良工事
L＝33.0ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、土工一式、ブロック積工　Ａ＝272㎡、
排水工　Ｌ＝66ｍ、法面保護工　Ａ＝237㎡

吉 野 土　木 金谷建設㈴ 37,908,000 建設環境課

平成30年10月～平成31年３月までの入札結果の概要
単位：円



21

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平成31年度公共工事の発注の見通しについて
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13年
政令第34号）第５条の規定に基づき、松野町において発注することが見込まれる工事について、工事の名称、概要、
入札を行う時期などの公共工事の発注見通しに関する事項を公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
＊ 　ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、または
ここに公表されていない工事が発注される場合があります。

平成31年４月１日現在　

所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期

第１四半期
（４月～６月）

第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（１月～３月）

中央診療所
及 び
保健福祉課

松野町国民健康保険中央診療所・
保健センター屋上防水等改修工事

延野々 約３か月 建　築 屋上防水等改修 指名競争入札 ○

教 育 課
スポーツ交流センター改修
工事（LED化及び音響）

松　丸 約４か月 電　気
照明器具のＬＥＤ化及び音響設備の更
新等

指名競争入札 ○

中央診療所
及 び
保健福祉課

松野町国民健康保険中央診療所・
保健センタートイレ等改修工事

延野々 約２か月 建　築 トイレ等屋内設備の改修 指名競争入札 ○

農林振興課 獣肉処理加工施設改修工事 富　岡 約４か月 建　築 会議室の新設及び屋根・外壁等の改修 指名競争入札 ○

建設環境課 最終処分場法面補強工事 延野々 約７か月 土　木
押さえ盛土工　Ｌ＝38.0ｍ、
H＝18.7ｍ

指名競争入札 ○

建設環境課 町道葛川富岡線改良工事 吉　野 約７か月 土　木
Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
奥野川1-11　がけ崩れ防災
対策工事

奥野川 約５か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝8.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
奥野川1-27-A　がけ崩れ防
災対策工事

奥野川 約６か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝21.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
目黒9-25　がけ崩れ防災対
策工事

目　黒 約６か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝21.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
本村A　集落・避難路保全斜
面地震対策工事

奥野川 約５か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝13.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
目黒9-27　集落・避難路保
全斜面地震対策工事

目　黒 約５か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝12.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
宮野谷-1　集落・避難路保
全斜面地震対策工事

奥野川 約６か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝20.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
公営住宅　目黒国木谷団地
解体工事

目　黒 約３か月 解　体 ２戸１棟×２棟 指名競争入札 ○

建設環境課 橋梁修繕工事 蕨生外 約５か月 土　木 橋梁修繕一式 指名競争入札 ○

建設環境課 町道滝の平線法面対策工事 延野々 約５か月 土　木
Ｌ＝30ｍ、
落石防止工一式

指名競争入札 ○

建設環境課 町道延行線改良工事 蕨　生 約５か月 土　木
Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 舗装修繕工事 吉野外 約４か月 舗　装 舗装修繕一式 指名競争入札 ○

建設環境課
宮野谷-2　がけ崩れ防災対
策工事

奥野川 約５か月 土　木
法覆コンクリート　Ｌ＝20.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

農林振興課 生田頭首工災害復旧工事 奥野川 約５か月 土　木
固定堰延長Ｌ＝８ｍ、
土工一式　外

指名競争入札 ○
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松野町 類似団体平均 全国町平均

Ｈ29.４.１
Ｈ30.４.１

Ｈ27.４.１

Ｈ28.４.１93.893.8
94.494.4

93.793.7

94.894.8
94.494.4 94.494.494.294.2

93.793.7

95.895.8
96.396.3 96.496.4 96.496.4

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

（平成30年1月１日）
歳出額
　　　Ａ 実質収支 人件費

　　　Ｂ
人件費率
　　Ｂ／Ａ

　（参考）
28年度の人件費率

年　度 　　　　　　　人 　　　千円 　　　千円 　　　千円 　　　％ 　　　　　　％
29 4,092 3,389,087 67,498 544,375 16.1 15.3 

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 職員数

　　　Ａ
給　　　与　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ
（参考）類似団体平均
１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ

年　度 　　人 　　　千円 　　　千円 　　　千円 　　　千円 　　　千円 　　　千円
29 67 204,289 27,756 85,627 317,672 4,741 5,470

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成29年４月１日現在の人数です。

　⑶　ラスパイレス指数の状況

（注）1　 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職
の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数
（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を
補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額
を100として計算した指数。

　 　2　 (　)書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数
を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域
手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員
の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用い
て補正したラスパイレス指数。（補正前のラスパイレス
指数×（1+当該団体の地域手当支給率）/（1+国の指
定基準に基づく地域手当支給率）により算出。）

　 　3　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似してい
る団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成30年４月１日現在）
　一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 39.9 歳 294,074 円 322,364 円
愛　媛　県 44.3 歳 331,679 円 419,961 円
国 43.5 歳 329,845 円 410,940 円

類似団体 41.2 歳 292,303 円 336,451 円

　⑵　職員の初任給の状況（平成30年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職
大 学 卒 179,898 円 186,524 円 179,200 円
高 校 卒 147,673 円 152,090 円 147,100 円

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成30年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

一般行政職
大 学 卒 247,800 円 292,200 円 342,800 円
高 校 卒 ― ― 298,500 円

　⑷　給与制度の総合的見直しの実施状況について
　　　給料表の見直し〔実施〕
　　　給料表の改定実施時期　平成30年４月１日（平成30年人勧）

　⑸　特記事項　　なし

平成30年度　松野町の給与・定員管理等について
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平成30年の構成比 1年前（H29）の構成比 5年前（H25）の構成比
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３　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成30年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比 １号給の給与月額 最高号給の給料月額
１　級 主 事 補・主 事 21人 34.4％ 143,156円 248,063円
２　級 主 査 2人 3.2％ 193,451円 304,984円
３　級 主 任 16人 26.2％ 229,792円 350,963円
４　級 上 級 専 門 員 3人 5.0％ 263,021円 382,084円
５　級 班 長 10人 16.4％ 289,123円 394,131円
６　級 課 長 9人 14.8％ 319,742円 411,398円

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
　　３　平成26年に５級制から６級制に変更している。

　⑵　昇給への人事評価の活用状況
平成30年４月２日から平成31年４月１日

までにおける運用 管理職員 一般職員

イ　人事評価を活用している
活用している昇給区分 昇給可能な区分 昇給実績がある区分 昇給可能な区分 昇給実績がある区分
上位、標準、下位の区分
上位、標準の区分
標準、下位の区分
標準の区分のみ（一律）

ロ　人事評価を活用していない ○ ○
活用予定時期 未　　定 未　　定

４　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
1人当たり平均支給額（平成29年度）

1,278千円
1人当たり平均支給額（平成29年度）

1,689千円 －

（平成29年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.80月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.85月分）

（平成29年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.80月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.85月分）

（平成29年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.80月分
　　　　　（1.45月分）　　  （0.85月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　15～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　○　 勤勉手当への人事評価の活用状況
平成30年度中における運用 管理職員 一般職員

イ　人事評価を活用している ○ ○
活用している成績率 支給可能な成績率 支給実績がある成績率 支給可能な成績率 支給実績がある成績率
上位、標準、下位の成績率 ○ ○ ○ ○
上位、標準の成績率
標準、下位の成績率
標準の成績率のみ（一律）

ロ　人事評価を活用していない
活用予定時期

平成30年度　松野町の給与・定員管理等について
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平成30年度　松野町の給与・定員管理等について

　⑵　退職手当（平成30年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　  応募認定・定年
勤続20年　　　19.6695　月分　　24.586875　月分
勤続25年　　　28.0395　月分　　33.27075　　月分
勤続35年　　　39.7575　月分　　47.709　　　月分
最高限度額　　47.709 　月分　　47.709　　　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　 　 応募認定・定年
勤続20年　　　19.6695　月分　　24.586875　月分
勤続25年　　　28.0395　月分　　33.27075　　月分
勤続35年　　　39.7575　月分　　47.709　　　月分
最高限度額　　47.709   月分　　47.709　　　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置２～45％加算

　⑶　地域手当　　　　該当なし

　⑷　特殊勤務手当（平成30年４月１日現在）
支給実績（平成29年度決算） 7,200　千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成29年度決算） 3,600,000　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成29年度） 2.4　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額 　150,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成29年度決算） 12,867　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成29年度決算） 192　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成28年度決算） 11,824　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 182　千円

（注）職員1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は「支給実績（29年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（支給対象とならない職員を除く）である。

　⑹　その他の手当（平成30年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成29年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成29年度決算）

扶養手当
・配偶者、父母等： 6,500円
・子： 10,000円
・扶養親族のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 7,130　千円 203,714　円

住居手当

・借家、間借居住者
　　家賃23,000円以下：
　　　月額から12,000円を控除した額
　　家賃23,000円超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が16,000円を超える
ときは16,000円）を11,000円に加算した額

同 3,168　千円 158,400　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額：　　　　　  55,000円
　２分の１加算限度額：　　　  20,000円
・自動車等利用者　／　一般の場合
  ２～５㎞：　2,000円　５～10㎞： 　4,200円
  10～15㎞： 　7,100円　15～20㎞：10,000円
  20～25㎞：12,900円　25～30㎞：15,800円
  30～35㎞：18,700円　35～40㎞：21,600円
  40～45㎞：24,400円　45～50㎞：26,200円
  50～55㎞：28,000円　55～60㎞：29,800円
  60㎞以上：31,600円

同 1,395　千円 32,441　円

管理職手当

・課長級： 42,700円
・班長級： 31,300円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組織が異な
り比較でき
ない

9,255　千円 402,391　円

管理職特別
勤務手当

・課長級： 8,000円
・班長級： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組織が異な
り比較でき
ない

63　千円 21,000　円
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　⑵　年齢別職員構成の状況（平成30年４月１日現在）

　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数 対前年増減数 主な増減理由平成29年度 平成30年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

1
18
2
16
10
7
2
3

1
19
2
19
10
7
2
3

　0
　1
　0
　3
　0
　0
　0
　0

室の新設によるもの

退職補充等によるもの

計 59 63 　　4  （参考）人口1万人当たり職員数 151.58人
※類似団体の人口1万人当たりの職員数 211.92人

教育部門 8 9 　　1  相互交流職員の配置分対応によるもの
小　　　計 67 72 　　5  （参考）人口１万人当たり職員数 173.24人

※類似団体の人口１万人当たりの職員数 249.58人
特
別
会
計

部　
　

門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

12
1
5

11
2
5

△　1  
　　1  
　　0  

採用募集への応募がなかったことによるもの
水道施設管理等の充実によるもの

小　　　計 18 18 　　0  
合　　　　　計 85

［125］
90

［125］
　　5  

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計である。

６　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成30年４月１日現在）

人 人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　

　部門別 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 過去５年の増減数/率
一 般 行 政 55 55 55 58 59 63 8 14.55%
教　　　 育 11 9 7 7 8 9 △ 2 △18.18%
普 通 会 計 66 64 62 65 67 72 6 9.09%
特 別 会 計 計 19 20 20 19 18 18 △ 1 △5.26%
総　 合　 計 85 84 82 84 85 90 5 5.88%

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

区 分 20歳未満 20歳～23歳 24歳～27歳 28歳～31歳 32歳～35歳 36歳～39歳 40歳～43歳 44歳～47歳 48歳～51歳 52歳～55歳 56歳～59歳 60歳以上 計
職員数 2人 6人 6人 12人 4人 6人 12人 16人 9人 7人 10人 0人 90人

平成30年度　松野町の給与・定員管理等について

５　特別職の報酬等の状況（平成30年４月１日現在）
区　分 支　給　額　等 備考（類似団体における最高額／最低額）

給　　料 町 長 675,000　円／月 (770,000円／ 384,000円)
副 町 長 535,500　円／月 (630,000円／ 391,800円)

報　　酬
議 長 213,000　円／月 (344,000円／ 140,000円)
副 議 長 178,000　円／月 (279,000円／ 115,000円)
議 員 163,000　円／月 (261,000円／ 100,000円)

期末手当

町 長
副 町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成29年度支給割合）
3.30　月分

退職手当
町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の46　　　　　　14,904,000円　　　　　　　　退職の翌月
副 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の27　　　　　　 6,940,000円　　　　　　　　退職の翌月
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

５月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火 延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜
日 予　　定

１ 水 天皇の即位の日 当 市立宇和島病院 外科☎25-1111当 市立宇和島病院 内科☎25-1111
当 市立宇和島病院 小児科☎25-1111当 口羽外科胃腸科医院☎32-5000

２ 木 国民の休日 当 JCHO宇和島病院 外科☎22-5616当 JCHO宇和島病院 内科☎22-5616
当こおり小児科☎24-5633当溜尾整形外科☎52- 3133

３ 金 憲法記念日 当 市立宇和島病院 外科☎25-1111当 市立宇和島病院 内科☎25-1111
当 市立宇和島病院 小児科☎25-1111当 旭川荘南愛媛病院☎45-1101

４ 土 みどりの日 当 JCHO宇和島病院 外科☎22-5616当 JCHO宇和島病院 内科☎22-5616
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当市立津島病院☎32-2011

５ 日 こどもの日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当山本内科医院☎22-5100
当 上田小児科・外科☎25-0100当町立北宇和病院☎45-3400

６ 月 振替休日 当植木整形外科☎22-0022当楠 崎 内 科☎24-2211
当こばやし小児科☎23-1150当市立吉田病院☎52-0611

７ 火

８ 水

９ 木

10 金

11 土

12 日 当しませ医院☎27-1888当 中山内科胃腸科☎22-0707
当 上田小児科・外科☎25-0100当 いしむら整形外科☎20-6635

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日 当 ますだクリニック☎23-6611当 石川循環器科内科☎20-0320
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当松﨑クリニック☎58-4828

20 月

21 火 子宮頸がん（午後）・乳がんマンモグラフィ検診（午前・午後）／吉野生交流促進センター

22 水 子宮頸がん（午後）・乳がんマンモグラフィ検診（午前・午後）／保健センター

23 木

24 金

25 土 蛍の畦道ライトアップ

26 日 当鎌 野 病 院☎24-6611当兵頭内科医院☎25-2772
当こおり小児科☎24-5633当水 谷 医 院☎52-0144

27 月 子宮頸がん・乳がんマンモグラフィ検診／目黒基幹集落センター（午前）、保健センター（午後）

28 火

29 水

30 木

31 金
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